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篁倫子先生のご退職にさいして 
 
岩壁 茂 お茶の水女子大学基幹研究院 

 

篁先生が退職されるに当たり，永年にわたりお

茶大での教育と研究，そして本心理臨床相談セン

ターのセンター長としての大きな貢献を心よりお

慶び申しあげます。 

篁先生は，2005 年に着任されると，「発臨」の

即戦力となり，講座，そして大学院を盛り上げて

くださったように思います。篁先生が加わられた

ことで，発臨学生の雰囲気が明るくなり，活気が

高まっていったように覚えております。気軽に話

しかけることが出来て，研究から恋愛や化粧など

について話せて分かってくれる，学生にとってと

ても大切な存在だったと思われます。 

篁先生の着任当時は，スクールカウンセラーを

目指す学生がもっとも多く，一番の人気分野とな

っていました。不登校やいじめなどの問題が中心

になっていましたが，その要因の1つとして，発

達の偏りの問題が取り上げられるようになってき

たところでした。また，大学，職場の適応の問題

でも，発達障害が原因の1つとして挙げられるよ

うになっていました。そのような中で，本心理臨

床相談センターでも，発達障害の相談が増え始め

ていました。そのため篁先生が加わったことは何

よりも心強いことでした。篁先生は，発達障害の

心理アセスメントに関して，非常に高度な専門性

を発揮してくださいました。時に「見えにくい」

発達障害傾向について可視化してくださり，分か

りやすく私たちに説明してくださいました。教員

も学生も含めて，お茶大ではいち早く発達障害に

ついて学ぶことが出来たのではないかと思います。 

 篁研究室の大学院生は篁先生とともに先進的な

研究を行ってきました。発達障害の当事者，また

は家族に対するインタビューを元にした質的研究，

近話題になっているカサンドラ症候群について

も広く社会的に話題になる前から取り組まれてい

ました。学生の皆さんは，個人としてそれまでに

もってきた障がいとの関わりから培った個人的な

体験を研究へと結びつけ，系統的な研究に発展さ

せていきました。篁先生の丁寧な指導があること

を学生からよく耳にしました。 

 私個人としてはとても良き上司，同僚，理解者

としていつも気持ち良く仕事をさせていただきま

した。感謝の気持ちでいっぱいです。節目節目で

語り合い，素晴らしい時間を過ごさせていただき

ました。お礼の言葉，そして宝のような思い出話

はつきません。篁先生のご健康とご活躍を心より

祈念しております。


